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1 はじめに
初めて車いすを使用する前に、この取扱説明書の内容を読み､
理解してください。この説明書には､車いすを適切かつ安全に
使用するために必要な注意とメンテナンス方法が書かれてい
ます。車椅子を使用する前に、特定付属品の取扱説明書を読
んで理解する必要があります。このユーザー説明書および私
たちの製品に関する追加情報は www.permobil.comでご覧いた
だくか､またはお電話でご依頼いただけます｡
この電動車いすは担当の医療サービス提供者によって使用者
のために処方され、個人のニーズに合うよう各パーツごとに
構成された福祉機器です。ペルモビールは、モデルまたは機
能の不適切な処方あるいは選択、あるいは車いすの不適切な
使用や改造が行われた場合､一切責任を負いません｡ 車いすが
お客様の健康に予期しない影響を与える場合は、担当の医療
サービス提供者にご連絡ください。
このユーザーマニュアルの図は一般的なものであり、車いす
を正確に描写したものではありません。
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2 概要
本章では、車いすの概要を説明します。概要図
の部品は、取扱説明書に詳細が解説されていま
す。
M コルプス VSは、屋外および屋内運転用の中輪
駆動電動車いすです。この製品はスタンディン
グ機能があります。座位に制限されている方を
対象とします。
この製品の想定耐用年数は5年です。

A. ヘッドレスト
B. バックレスト
C. チェストサポート
D. 操作パネル
E. 座席
F. ニーサポート
G. レッグレスト

H. フットプレート
I. アームレスト
J. シャシー
K. シリアルナンバー

ラベル
L. 駆動輪
M. キャスターホイー

ル
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2.1 車いすの仕様

製品名: M コルプス VS

モデルバージョン: 1

車いす規格: B

座位
高さ: 835–1810 mm（33–71インチ）
幅:650–790 mm（25.5–31インチ）
長さ:1220 mm（48 インチ）

立位
高さ: 1810 mm（71 インチ）
幅: 790 mm（31 インチ）
長さ: 1220 mm（48 インチ）

最小輸送サイズ
高さ:835 mm（33 インチ）
幅:650–790 mm（25.5–31インチ）
長さ:825 mm（32.5 インチ）

重量仕様
バッテリーを取り付けた状態の車いす: 201 kg
（443 ポンド）
最大乗員体重: 120 kg（265 ポンド）
ユーザーの最大体重は車いすの構成によって異
なる場合があります。
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2.2 ツールバッグ
車いすにはメンテナンスと調節用の工具袋が付
属します。この工具袋は次の工具を含んでいま
す:

レンチ（ねじ回し）
一般的な保守作業用
11 mm

13 mm

六角レンチ
一般的な保守作業とシート調整用
2−6 mm

ソケットレンチ
一般的な保守作業用
15 mm

バルブアダプター
キャスター車輪タイヤの空気入れ
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2.3 一般操作パネル
ジョイスティック

ボタン機能の例
A. オン/オフ
B. ホーン
C. 最大速度を減らします
D. 最大速度を増やします

詳細は、操作パネルの取扱説明書を参照してく
ださい:

https://documentation.permobil.com/
manuals/control_panels/
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2.4 Omni2

お使いの車いすはOmni2を装備することができ
ます。Omni2は、標準のジョイスティック以外
の物で車いすを操作できるようにする装置で
す。

Omni2のボタン配置。
A. オン/オフ
B. プロフィール
C. マイナス(-)
D. 設定

E. 液晶表示画面
F. モード
G. ナビゲーション
H. プラス(+)

詳細については、Omni2の取扱説明書をCurtiss-
Wrightのウェブサイトを参照してください:

http://support.pgdt.com/omni2-manual.
pdf
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2.5 ネットワーク接続された車いす
電動車いすには、無線送信機を含む Power
Platform があります。一部の地域では無線通信
が許可されていないため、車いすを機内モード
に設定する必要がある場合があります 。

詳細は、操作パネルの取扱説明書を参照してく
ださい:

https://documentation.permobil.com/
manuals/control_panels/
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2.6 ライトおよびリフレクター
車いすの前後側面にはリフレクターが装備され
ています。
フロントライト、リヤライト、方向指示器はオ
プションです。

フロントリフレクター
リヤリフレクター
サイドリフレクター
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2.7 ホイール
車いすの駆動輪には、空気式タイヤまたはノー
パンク（フォーム充填）タイヤがあります。
キャスター車輪には空気タイヤあるいは硬質ポ
リウレタンタイヤが付属します｡

空気タイヤ
ノーパンク(フォーム充填)タイヤ

空気タイヤを膨張させます。ページ 63を参照
してください。
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2.8 固定点
この車いすには､輸送で使用するための4つの固
定位置があります ｡ 固定位置は正面に2ヶ
所､ 背面に2ヶ所あります ｡

車両輸送｡ ページ 34を参照してください。
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2.9 シリアルナンバーラベル
シリアルナンバーラベルは、車いすシャシーの
左下にあります 。追加のシリアルナンバーラ
ベルはシートチルトにあります。 シリアルナ
ンバーラベルを確認するには、シートを傾ける
必要がある場合があります。
シリアルナンバーラベルの内容はページ 22に記
載されています。
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2.10 付属品
ペルモビール製品の付属品は、継続的な開発が
行われています。お使いの製品で利用可能な付
属品の詳細については、最寄りのペルモビール
販売店にお問い合わせください。ペルモビール
承認済みアクセサリーのみを使用してくださ
い。
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2.11 スペアパーツ
スペアパーツおよび付属品はペルモビールを通
じて注文する必要があります。

ペルモービルによって承認されたスペアパーツ
のみを使用してください。
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2.12 取扱説明書
メインテキストエリア
メインイラストエリア
テキストは右のイラストに対応します
工具リスト
指示ステップ
警告表示
章とページ番号

-

1.
2.
3.
4.
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3 安全
この車いすは各パーツごとに構成された福祉機器で、安全に
使用する必要があります。本章は、車いすを安全に使用する
方法に関する重要な情報を含んでいます。
このマニュアルに記載されている警告や指示に従わなかった
ために発生した人身傷害または物的損害については、ペルモ
ビールは責任を負いません。
次の警告はこの取扱説明書の全体にわたって参照されていま
す。感嘆符シンボル（!）がついている箇所では、本章の警告
を参照してください。

3.1 警告表示のタイプ
この説明書では次のタイプの警告表示が使用されています:

警告！

回避できなかった場合に、怪我または死亡ならびに製品やそ
の他の所有物への損害の原因となる可能性がある危険な状況
を示しています。

注意事項！

防げなかった場合に、製品やその他の所有物への損害の原因
となる可能性がある、危険な状況を示しています。

重要!

重要な情報を示します。

3.2 警告表示

警告！ 警告および予防措置に従ってくだ
さい

本ユーザーマニュアルの警告と予防措置に従ってください。
これを怠ると重大な怪我に結びつくおそれがあります。

警告！ スタンディング機能は水平な場所
でのみ使用してください

スタンディング機能は水平な場所でのみ使用してください。
これを守らない場合車いすは安定性を失い､怪我のおそれがあ
ります。

警告！ 車両の着席必要条件を守る

車両の中で座席として車いすを使用する場合、必ず正面を向
いてください。また、車両構成部品と頭や胸がぶつかる危険
を緩和するために､肩ベルトおよび骨盤ベルトを含め､3点で
ベルトを締めてください。車いすは､この配置での使用のみを
想定し設計とテストが行われています。車いすを他の車両
シート構成で使用した場合、人身傷害や死亡を招くことがあ
ります。
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警告！ 固定点とドッキングシステムを適
切に使用する

固定点とドッキングシステムを正しく使用していることを確
認してください。適切に使用しない場合、怪我や死亡事故に
つながる恐れがあります。

警告！ ロック解除メカニズムに注意する

衝突発生の場合リリース金具が押されないように固定システ
ムを調節してください。これを行わないと、怪我や死亡事故
につながる恐れがあります。

警告！ ポジショニングエイドを使ってい
ても、シートベルトを締めてください。

車いすポジショニングエイドは車両シートベルトの代わりに
はなりません。交通事故時に､車両のシートベルトと同じ保護
を提供できるわけではありません。シートベルトとしてポジ
ショニングエイドを使用すると、怪我や死亡事故につながる
恐れがあります。

警告！ 必ずポジショニングエイドを使用
する

ポジショニングベルトを含め、必ず安全に固定されたポジ
ショニングエイドを使用してください｡ 使用しない場合、負
傷につながるおそれがあります。

警告！ 車いすに過負荷をかけないように
してください

何らかの物体を牽引するために車いすを利用しないでくださ
い。また、バックレストには過度の重量や体重をかけないで
ください。これを守らない場合､車いすは安定性を失い､負傷
のおそれがあります。

警告！ 車いすの寸法に注意してください

常に車いすの寸法を考慮してください｡ 一部の非常口あるい
は通路は狭く､車いすが通れない場合があります｡

重要! 車いすに過負荷をかけないようにし
てください。

車いすまたは任意の部品を改造しないでください。お使いの
車いすは担当の医療サービス提供者が規定したように、使用
者のニーズに対応するため特別に構成されました。車いすを
設定、改造、および修理するには特別な能力、訓練、および
知識が必要です。

警告！ 急な斜面で車椅子を運転しない

10°よりも急な斜面で車椅子を運転しないでください。これを
守らない場合､車いすは安定性を失い､負傷のおそれがありま
す。6°よりも急な勾配では最大の性能と安定性を得られるよ
う、ご注意ください。
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警告！ フリーホイールモードは注意して
使用する

フリーホイールモードは水平な地面で､介助者が車いすを操作
できる場合のみ使用してください。傾斜面で、あるいは介助
者なしでフリーホイールモードを使用すると、負傷、あるい
は物的損害を引き起こすおそれがあります。

警告！ 使用者の最大重量を超過しないで
ください

使用者の最大重量を超過する場合は、車いすを運転しないで
ください。これを守らない場合、負傷や車いすの破損が起き
ることがあります。

警告！ 同乗者なし

年齢や重量にかかわらず、同乗者を運ぶ目的で､車いすを使用
しないでください｡ これを怠った場合、車いすの操縦性と安
定性に影響を及ぼす可能性があります。

警告！ シートやバックレストが持ち上
がった、あるいは傾いた状態では注意して
運転する

平地にて、シートやバックレストが持ち上がった、あるいは
傾いた状態では低速で運転してください。シートやバックレ
ストが持ち上がった、あるいは傾いた状態では、斜面あるい
は障害物上で車いすを運転しないでください。これを守らな
い場合､車いすは安定性を失い､負傷のおそれがあります。

警告！ 電源をオフにします

車いすへの乗降を行ったり、アームレストを上げる前に、電
源を切ってください。これを守らない場合車いすは意外に移
動する可能性があります､怪我のおそれがあります。

警告！ 車いすの動作が異常または異常な
場合は、車いすを使用しないでください

車いすが意図したとおりに動作していないと感じた場合、ま
たは何か問題があると思われる場合は、できるだけ早く運転
を中止し、車いすのスイッチを切って点検事業者またはペル
モビールに詳細をお問い合わせください。異常または不規則
な動作をする車いすを使用すると、人身傷害を引き起こす可
能性があります。
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重要! 破損した車いすを使用しない

車いすおよびその付属品が輸送中に損傷、運転中に損傷、ま
たはその他の原因により損傷した場合は、できるだけ早くペ
ルモビールへお知らせください。車いすおよび付属品が安全
に使用できなくなっている危険性があります。詳細について
は、点検事業者に問い合わせるか、ペルモビールにお問い合
わせください。

警告！ 電装部分を濡らさない

電装部分は湿気にさらさないでください。カバーやジョイス
ティックブーツにひび割れや裂け目がある場合は、ただちに
交換する必要があります。湿気や水分にさらされた場合は、
車いすがショートして発火したり、負傷や物的損害が発生す
る可能性があります。

警告！ 挟み込み注意

車いすは重く、多くの可動部品を含んでいます。これは車い
すの調整や車いすの使用が不適切な場合はさみこみの危険が
あることを意味します。この警告がある場合、はさまれない
よう､身体の位置に留意してください。可動部品の間に体を入
れないでください。

警告！ レッグレスト傾斜機能は注意して
使用する

ニーサポートが取り付けられている場合、レッグレスト傾斜
機能を使用しないでください。レッグレスト傾斜機能を使用
しすると負傷に結びつくおそれがあります。

重要! すべてのバッテリーはリサイクルへ

使用済みのバッテリーは、地域のリサイクル規制に従って責
任を持って処分する必要があります。

警告！ 推奨タイヤ圧の使用

推奨タイヤ圧を使用してください｡ タイヤ圧が高過ぎると爆
発し、負傷を引き起こすおそれがあります。

重要! 電磁界

電動車いすの中の電子機器は、外部の電磁場（携帯電話な
ど）の影響を受ける可能性があります。
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警告！ 異常事象が発生した場合は使用を
中止してください

車いすが落下した、破損した、火炎に曝露された、水没し
た、自動車事故に巻き込まれた、あるいはその他異常事象に
遭った場合は、車いすを使用しないでください。このような
非常事態が発生すると、検査では検出できない大きな損害が
もたらされる可能性があります。詳細については、点検事業
者またはペルモビールにお問い合わせください。こうした事
態によって引き起こされた損害は､製造業者の保証によりカ
バーされる限度を超えてしまいます。

警告！ 十分に床からの距離をとる

車いすを運転する時は地面にぶつからないように、床から十
分に高い位置にレッグレストおよびフットプレートを配置し
てください。これは、傾斜が変わる面を運転したり、障害物
を乗り越える場合を含んでいます。レッグレストとフットプ
レートが地面にぶつかると､車いすの安定が失われ､負傷する
おそれがあります。

3.3 ラベル
車いすには安全と適切な使用に関する重要な情報ラベルが貼
り付けられています。これらのラベルは、この副章で詳しく
述べられています。車いすからラベルをはがさないでくださ
い。ラベルが読みにくくなったりはがれたりした場合は、ペ
ルモビールに交換用ラベルをご注文ください。

シリアルナンバーラベル

A. 車いすの シリアル番号
B. ユーザーの最大体重
C. Model: モデル

Model version: モデルバージョン
D. 特許へのリンク
E. 製造業者の名前と住所
F. YYYY-MM-DD: 製造日
G. CE マーク

医療機器
H. GS1 DataMatrix としての一意のデバイス識別 (UDI) ( 製造

日とシリアル番号を含む )

警告
このラベルは細心の注意が必要であることを示しています。

XXXXXXXXXXXX XX kg / XX lb

Name and
address of the
manufacturer

Model:
Model version:
XXXXXX:
HVIN:
Patent:
www.permobil.com/patents

XXXXXX
XXXXXX
XXXXXX
XXXXXX

YYYY-MM-DD

(01)XXXXXXXXXXX
(11)YYMMDD
(21)XXXXXXXXXX
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はさまり危険
このラベルははさまりの危険を示します。このラベルがある
場合、使用者自身または持ち物がはさまれないように十分注
意してください。

主電源ブレーカー
このラベルは主電源ブレーカーの位置を示します。詳細は
ページ 38を参照してください。

フリーホイールモード
矢印の上のアイコンは、車いすが現在フリーホイールモード
でないことを示します。矢印の下のアイコンは、車いすが現
在フリーホイールモードであることを示します。フリーホ
イールモードに関してはページ 33を参照してください。

固定位置
このラベルは車いすの固定位置ポイントを示します。車いす
輸送に関してはページ 34を参照してください。

ISO 7176-19 に準拠
このラベルは ISO 7176-19 に準拠していることを示します。
4.5.2 車いすを車内に座席として固定するを参照してくださ
い。

Dahlドッキングステーション
車いすに Dahl MK II または VarioDock 用ロックプレートが装
備されている場合は、このラベルが貼付されています。ロッ
クプレートは車いすの下に取り付けられています。

ISO
7176-19
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4 車いす使用法
本章は、車いすの使用を始めるための基本的な情報と､､日常の使用で必要と
なる情報を提供することを目標とします。次の副章は、車いすの運転方法､
最も一般的なシート操作機能を使用する方法、バッテリーを充電する方法、
車いすのモード切り替え方法､車いすの輸送についての情報を説明します。
さらに主電源ブレーカー、車いす保管と手動調整について説明します。

4.1 車いすを運転する
車いすを運転するときは十分に注意してください。この車いすは自動車では
なく複雑な福祉機器です。ペルモビール製品はカスタム製造であるため、車
いすにはさまざまな種類の運転方法が装備されています。最も一般的な方法
が下記に述べられています。ただし、カスタム製造であることから、このプ
ロセスにあてはまらないことがあります。

車いすを運転するには、最初に電源を入れます。電源ボタンかスイッチは、
最も一般的には､アームレスト部分の車いすの操作パネルにあります｡ ほと
んどのペルモビール製車いすでは､操作パネルにジョイスティックがありま
す。車いすの方向を変え、前および後ろ方向に運転するには､このジョイス
ティックを使用してください。進みたい方向にジョイスティックを押してく
ださい 。さらにジョイスティックを押すほど、車いすは、高速に移動しま
す。移動を停止するには､ジョイスティックをリリースします。

できるだけ慎重に運転し、急なブレーキは避けてください。車いすを止める
際には､電源を切らないでください。運転中に電源を切ると、車いすは急停
止します。
操作システムの電源を入れる前、途中、または直後にジョイスティックを動
かさないでください。この間にジョイスティックを移動させるとジョイス
ティック・エラーが発生します。この場合、車いすの電源を切り､もう一度
電源を入れてください。
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車いすをコントロールする方法に関する詳細情報は、車いすに添付された文
書を参照するか、あるいはペルモビール販売店に連絡してください。

車いすに乗り降りするときは、ジョイスティックを支えとして使用しないで
ください。

最初に車いすを運転するときは、車いすが使用者に適合していることを確認
するために有資格者の立ち会いが必要です。

車いすを運転する前に、足がフットプレートの適切な位置にしっかりと乗っ
ていることを確認してください。

4.1.1 運転制限
車いすは、丘を登ったり障害物を乗り越えたり、起伏のある場所（砂地な
ど）を走行したりすると多くの電力を消費します。ペルモビールでは、なる
べくこうした状況での長時間運転を避けるよう推奨しています。
ペルモビールは豪雨、豪雪のような極端な条件あるいは過度の高温低温下で
この車いすを使用しないことを推奨します｡ 日光あるいは低温への長期場曝
露で、車いす表面が非常に高温または低温になる場合があります。車いすの
およその運転範囲は､ 25 km（16 マイル） です（バッテリー温度が25°C
(77°F)である場合）｡ 運転範囲はバッテリー温度からの影響を受けます。
25°C (77°F) より低い温度では､運転範囲が短くなることがあります。−25°C
(−13°F) より低い温度では､バッテリーを損傷するおそれがあります。
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階段やエスカレーターの上では､絶対に車いすを使用しないでください。ア
ルコールを摂取すると、電動車いすの運転に影響を及ぼす可能性がありま
す。

この取扱説明書の車いす仕様では､車いすの使用者の最大重量が指定されて
います。記載されている使用者重量には、使用者と所持品が含まれていま
す。

急な停止や始動は避けてください。次のような状況では、十分にご注意くだ
さい:
• 境界や落差のある場所の近く、または高い場所にある場合
• 草、小石、砂、氷あるいは雪のように崩れやすく､平坦ではない面で運転

する場合
• 摩擦力の高い場所（歩道など）から摩擦力の低い場所（芝生など）へ運

転する場合
• 狭いスペースあるいは制限されたスペースにある場合
• 車いすを思わぬ方向に動かしてしまうおそれがある､隆起のある路面を進

む場合

障害物を乗り越える場合､障害物に対して必ず正面を向いてください。乗り
越えられる障害の最大高さは65 mm（2.5 インチ）までです｡ 高い障害物を
乗り越えると、転倒や車いすが損傷する危険性が高くなります。車いすに
カーロックが取り付けられている場合は、地上高に影響します。
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坂を下って運転する場合、追加の予防措置が必要です。最高速度を最低に設
定して、注意して運転してください。坂を下りると、使用者の重心が前方に
移動する可能性があります。車いすが想定より速く進んでいる場合は、ジョ
イスティックをリリースしてください。次の方法で車いすが停止し、再びよ
り低速で下り斜面を進むことができます。急な停止や始動は避けてくださ
い。下り坂を走行するときは、停止するのに必要な距離が長くなります。

可能であれば、傾斜面では車いすを傾斜に対しまっすぐに走行させてくださ
い。

4.2 シート機能
この車いすにはシート機能がある場合があります。シート機能は電動調節で
す。
ペルモビール製品はカスタム製造であるため、車いすにはシート機能を調節
するためにさまざまな種類の方法が装備されています。車いすをコントロー
ルする方法に関する詳細情報は、車いすに添付された文書を参照するか、あ
るいはペルモビール販売店に連絡してください。

ペルモビールは次のシート機能を提示しています。お使いの車いすに装備さ
れている機器により、利用できる機能が異なる場合があります。
• シートリフト
• シートチルト
• スタンディング機能
• バックレスト角度
• レッグレスト角度
• フットプレートリフト

シートおよび(または)バックレストの位置を変更した場合､車いすの重心が変
わります。シートを上げたりバックレストを傾けたりした場合、またはスタ
ンディング機能を使用した場合､車いすの安定性が低下します。
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警告！ シートやバックレストが持ち上がった、あるい
は傾いた状態では注意して運転する

4.2.1 シートリフト
シートリフト機能は座面を上下します。座面がリフトしている場合、車いす
の最高速度は自動的に減速され、また車いすを運転する能力が完全に制限さ
れることがあります。最高速度が減速された場合は、操作パネルにタートル
のアイコンが表れ、運転制限の場合には赤色のライトが表示されます｡

28 - 車いす使用法



4.2.2 シートチルト
シートチルト（シートの傾斜）機能では､シート全体（ヘッドレストから
レッグレストまで）を傾けることができます。座面が傾いている場合、車い
すの最高速度は自動的に減速され、また車いすを運転する能力が完全に制限
されることがあります。最高速度が減速された場合は、操作パネルにタート
ルのアイコンが表れ、スイッチボックス上に黄色のライトが表示されます｡
運転制限時は、スイッチボックス上に赤色のライトが表示されるか､操作パ
ネルにタートルのアイコンが点滅します｡
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4.2.3 スタンディング機能
スタンディング機能により使用者は車いすの中で立つことができます。スタ
ンディング機能は、停車中または走行中にかかわらず、平坦な場所でのみ使
用してください。
立つ場合、車いすの最高速度は自動的に減少されます。これは、操作パネル
のタートルアイコンで表示されます。
シートやバックレストの位置を変更した場合､車いすの重心が変わります。
スタンディング機能を使用する場合、車いすの安定性が低下します。

警告！ スタンディング機能は水平な場所でのみ使用し
てください
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4.2.4 バックレスト角度
バックレスト傾斜機能は、バックレストを前後に傾けます。バックレストが
傾けられている場合、車いすの最高速度は自動的に減少され、また車いすを
運転する能力が完全に制限されることがあります。最高速度が減少された場
合は、操作パネルにタートルのアイコンが表れ、スイッチボックス上に黄色
のライトが表示されます｡ 運転制限時は、スイッチボックス上に赤色のライ
トが表示されるか､操作パネルにタートルのアイコンが点滅します｡

4.2.5 足台エレベーティング
レッグレスト角度調整機能ではレッグレストを傾けます。レッグレストが傾
けられている場合、車いすの最高速度は自動的に減少され、また車いすを運
転する能力が完全に制限されることがあります。最高速度が減少された場合
は、操作パネルにタートルのアイコンが表れ、スイッチボックス上に黄色の
ライトが表示されます｡ 運転制限時は、スイッチボックス上に赤色のライト
が表示されるか､操作パネルにタートルのアイコンが点滅します｡

警告！ レッグレスト傾斜機能は注意して使用する
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4.2.6 フットプレートリフト
フットプレートリフトは、フットプレートの長さを変えてフットプレートの
高さを調節します。この機能は､ももの後ろの圧力を調節するために使用で
きます。

4.3 バッテリー充電
車いすの充電は､操作パネルから行うことができます。充電器ソケットは
ジョイスティック前部にあります。ソケットに充電器を接続する前に、必ず
最初に車いすに充電器を接続しておいてください。充電中は車いすを運転す
ることはできません。

車いすはできるだけ頻繁に充電してください。バッテリーチャージ残量が低
い場合は、途中で動かなくなるおそれがあるため､車いすを使用しないでく
ださい。バッテリーが過放電した場合は、直ちに充電してください。

車いすと適合するペルモビール製充電器のみを使用してください。バッテ
リーは換気が十分で､乾燥した屋内で充電してください。バッテリーや車い
すの部分を火炎にさらさないようにしてください｡

詳細および手順については、車いすに同梱されているバッテリー充電器のマ
ニュアルを参照するか、ペルモビールまでお問い合わせください。
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4.4 フリーホイールモード
この車いすには2つのフリーホイールレバーが取り付けられています。フ
リーホイールレバーがリリースされると、車いすのブレーキはモーターから
離れます。車いすがフリーホイールモードの場合、手動で移動させることが
できますが、電動で向きなどを制御することはできません。
また車いすがフリーホイールモードの場合、電動運転はできないようになっ
ています。万一フリーホイールモードでも電動で車いすを運転することがで
きる状態の場合は、サービス技術者に連絡してください。

警告！ フリーホイールモードは注意して使用する

4.4.1 フリーホイールモードへの切り替え（オン）
1. 車いすが水平な地面の上にあることを確かめてください。
2. 車いすのスイッチを切ります。
3. フリーホイールレバーを下方へ回して切り替えます。

4.4.2 フリーホイールモードを終了する
1. 車いすの電源を切ります。
2. フリーホイールレバーを上方に切替えます。
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4.5 車両輸送
本章は、車両で車いすを輸送する方法を説明します。車椅子は、車椅子にア
クセス可能な車両でのみ輸送する必要があります。

4.5.1 車いすを車内に固定する
本章は、車両内で車いすを固定する方法を説明します。車いすは､固定位置
で固定するか、車いす固定および乗員拘束装置を管理する国際基準
ISO 10542-1:2012に適合したドッキングシステムを使用してください。

車両で車いすを輸送する前に、付属品およびその他固定されていないオブ
ジェクトを車いすからすべて取り外し、安全に保管してください。付属品
や､その他の固定されていない物体を車いすから取り外さずに、車両で車い
すを輸送した場合､負傷の恐れがあります｡

車いすを､4つの固定点で固定する方法は次の通りです。車いすが適切に固定
され、車いすがフリーホイールモードではないことを確認します。ストラッ
プ を使い､車いすを正面と背面の固定点で固定します｡ 固定位置には､黄色の
ラベルがついています ｡ 必要に応じて頑丈なストラップを使用します。
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車いすをストラップで車両内に固定した後、適切な指示に従い車両にスト
ラップのもう一方の端を固定してください。ストラップ端の取付具は
ISO 10542–1:2012に従うものである必要があります。これは、車いす固定お
よび乗員拘束装置を管理する国際基準です。車両固定装置はすべて異なって
いるため､ご使用の対象車両システムの指示に従うことが重要です。

車いすを輸送しやすくするために、バックレストは取り外したり、折りたた
むことができます。これは数回の簡単な手順で行うことができます。
ページ 44を参照してください。必要に応じてヘッドレストを取り外します｡
ページ 39を参照してください。

さらにドッキングシステムで、車いすを固定することができます。Dahl
ドッキングステーション MK II と VarioDock は、ドッキングシステムとして
認証されています。Dahl ドッキングステーションのユーザーの最大体重は
136 kg です。操作方法については、Dahlドッキングステーションのマニュア
ルを参照してください。
ロックプレートを設置するサービス技術者向けの関連組み立て説明書につい
てはこちらをご覧ください。https://refs.permobil.com/IFU/332849
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4.5.2 車いすを車内に座席として固定する
ペルモビールは、可能な場合常に、お客様が車両の座席に移乗し、車両の
シートベルト等の固定装置を使用することを推奨します。輸送中､空の車い
すは荷物積載区画に保管するか、車両の中で固定します。車両の中で座席と
して車いすを使用する場合は、下記の指示に従ってください。

警告！ ポジショニングエイドを使っていても、シート
ベルトを締めてください。

警告！ 車両の着席必要条件を守る

車いすを車内の座席として使用する場合は、車いすを前向きにしてくださ
い。Permobil には、メーカー指定の車椅子用ベルト拘束装置はありません。
車両の固定装置を使用してください。
骨盤ベルトおよび肩ベルト固定の両方を使用する必要があります。骨盤と肩
ベルトは、設計通りに一緒に使用する必要があります。
ベルトが不快でない程度にできるだけきつく固定されており､ねじれていな
いことを確認してください｡ ベルトはしっかりと締め､車いすの部品に妨げ
られて体から離れないようにしてください。衝突発生の場合リリース金具が
押されないように固定システムを調節してください。
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肩バンドは肩の中心で固定します。骨盤のベルトは、骨盤の低い位置に接触
させ、30°から75°のゾーン内に固定します。水平に対して 45° から 75° の急
角度の骨盤ベルトを推奨します。車いすの部品が持ち上げられたり傾いたり
していないことを確認してください。車いすは図の位置に固定します。

4.6 航空機内の輸送
本章は飛行機で車いすを輸送するための情報を含んでいます。

4.6.1 バッテリー
主ブレーカーは常にオフの位置になければなりません。ほとんどの場合、ゲ
ルバッテリーを車いすから取り外す必要はありません。

4.6.2 重量と寸法
電動車いすの重量および寸法に関する規則は各航空会社にお確かめくださ
い。

4.6.3 車いすへのダメージ防止
飛行中は車いすは狭いスペースに他の商品と一緒に置かれるため、車いすへ
の輸送上の損傷を最小限にするための予防策をとることが重要です。
操作パネルおよびその他破損しやすいオブジェクトを柔軟な、衝撃吸収材
(プラスチックフォームなど)で覆ってください。バックレストの方向に操作
パネルを押します。ゆるいケーブルをシートまたはカバーに貼り付けます。
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4.7 主電源ブレーカー
この車いすには2つの機能の主電源ブレーカーがあります。車いすを輸送す
る前などに、主電源を切るために使用することができます。さらに、回路で
何らかの問題がある場合、ブレーカーが作動します。
主電源ブレーカーがはじめて作動した場合は、使用者がリセットすることが
できます。再度作動した場合は、サービス技術者に連絡してください。
主電源ブレーカーをリセットするには､車いすの後ろのレバーを使用してオ
ンとオフを切り替えてください。主電源ブレーカーのスイッチを切る前に必
ず操作パネルをオフにしておいてください。

4.8 車いすの保管
車いすは短期､長期間保管することができます。
短期間室内保管する場合は、室内が乾燥しており､室温が 5°C (41 °F) 以上で
あることが必要です｡ 温度がこれより低い場合、バッテリーを完全に充電で
きない場合があります。さらに、耐腐食性が低下します。
長時間保管する場合は、電池を完全に充電してから保管してください。主電
源ブレーカーのスイッチをオフにしておいてください｡ 毎月バッテリーを充
電してください。車いすを保管しておく場合は、主電源ブレーカーをオンに
してバッテリーを充電し、車いすを保管し続けるには、主電源ブレーカーを
オフにする必要があります。
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4.9 手動調整
車いすは手動で調節できます。お使いの車いすに装備されている機器によ
り、利用できる機能が異なる場合があります。
車いすに動力巻き上げ機能がない場合、認可された点検事業者のみがシート
高を調節することができます。

4.9.1 ヘッドレスト
本章では、ヘッドレストの高さ、奥行き、角度を調節する方法を説明しま
す。さらに、ヘッドレストの取外しと取付けの方法を説明します。調整中は
ヘッドレストに荷重を掛けないでください。破損する可能性があります｡
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以下の方法で、ヘッドレスト高さと奥行きを調整します。
1. バックレスト のハンドルを緩めます。
2. 高さまたは奥行きを適切なポジションに調整します。
3. ハンドルを締めます 。

以下の方法で、ヘッドレスト角度を調整します。
1. ヘッドレスト後部の ハンドルを緩めます｡
2. ヘッドレスト角度を適切なポジションに調整します。
3. ハンドルを締めます 。
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以下の方法で、ヘッドレストの取外しと取付けを行います。
1. バックレスト のハンドルを緩めます。
2. ヘッドレストをまっすぐ上に引き上げます｡
取付けは逆の手順で行います。現在の設定を変更せずに、ヘッドレストの取
外し、取付けができます。

4.9.2 リンクハードウェア付きのヘッドレスト
本章では、ヘッドレストの高さ、奥行き、角度を調節する方法を説明しま
す。さらに、ヘッドレストの取外しと取付けの方法を説明します。

次の方法で、ヘッドレスト高さを調整します。ヘッドレストには4つの異な
る高さ設定があります。最も低い設定は で､最も高い設定は です｡ 設定

を使用する場合は、シートがチルトした時と､バックレストがチルトした
時で干渉がないかどうかテストしてください。

六角レンチ2.5 mm

1. ヘッドレストを取外すには下記の指示に従ってください。
2. ネジを取外し、ブラケットの設定したい箇所に入れます。
3. ヘッドレストを取付けるには､次の指示に従ってください。
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以下の方法で、ヘッドレスト高さと奥行きを調整します。
六角レンチ 5 mm

1. 各リンク にあるネジを緩めます｡
2. 必要に応じてリンクの角度を調整してください。
3. ネジを締めます。

以下の方法で、ヘッドレスト角度を調整します。
六角レンチ 5 mm

1. トップリンク のフロントネジを外します。
2. ヘッドレスト角度を適切なポジションに調整します 。
3. ネジを締めます。
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以下の方法で、ヘッドレストの取外しと取付けを行います。
1. バックレストの裏側にある ハンドルを緩めます｡
2. ヘッドレストをまっすぐ上に引き上げます ｡
逆の手順で取り付けます。現在の設定を変更せずに、ヘッドレストを取り外
し取り付けることができます。
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4.9.3 バックレストを取外す
車いすの輸送をより簡単にするためにバックレストを取り外すことができま
す。まず、バックレストのクッションを外します 。これはベルクロテープ
（マジックテープ）で固定されています。次にバックレストのクリップ
を注意深く外し､バックレストの上部を､まっすぐ上に持ち上げます ｡
必要に応じてヘッドレストを取り外します｡ 4.9.1 ヘッドレスト, ページ 39を
参照してください。

4.9.4 アームレスト
本章は、回転式アームレストを調節する方法、およびアームレスト高さおよ
びアームレスト角度を調節する方法を説明します。
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4.9.4.1 回転式アームレスト
本章は、回転式アームレストを調節する方法を説明します。回転式アームレ
スト内側あるいは外側に押すことができる肘掛けです。一種類のロック設定

と三段階のスイベル設定があります 。

回転設定

工場設定 ロック済

工場設定 0°から +15°

カスタム設定 -15°から +15°

カスタム設定 0°から +30°

次の方法で回転を設定することができます。
六角レンチ 5 mm

1. アームレストを上げます。
2. 現在の構成からネジを取り外します｡
3. ネジを適切な位置に差し込み締めます。
4. アームレストを下げます。
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4.9.4.2 アームレストの高さおよび角度
本章は、アームレストの高さおよび角度を調節する方法を説明します。アー
ムレスト角度の調節には､2つの方法があります。

次の方法でアームレスト高さを調整することができます。バックレスト上の
アームレストの現在の高さを見ることができます。調整クランクはバックレ
ストのプロフィールにあります。

六角レンチ 5 mm

調整クランク

1. バックレストの 4 つのネジ を緩めます｡

2. 調整クランクを取り外します 。
3. アームレストが適切な位置に来るまで 、 調節クランクを使用して調整

ネジを回します。
4. 4本のネジをバックレストのネジ穴に締め付けます。

4
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次の方法でアームレスト角度を調整することができます。下方ロックナット
には左ネジがあります。

レンチ 14 mm

1. 調整バーにある 2つのロックナットを緩めます 。
2. 調節バーを回し適切な位置にアームレスト角度を適合させてください。
3. 2本のロックナットを締めます｡
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下記の方法でもアームレスト角度を調整することができます。
六角レンチ 5 mm

1. ネジを固定位置 から 柔軟な位置まで動かします 。
2. アームレスト角度を適切なポジションに調整します。
3. ネジを締めます 。
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4.9.5 フットプレート
フットプレートの高さおよび角度を調節することができます。
次の方法でフットプレート高さを調整することができます。異なる高さに設
定する場合はフットプレートを別々に調節します。

六角レンチ 5 mm

1. フットプレートの2つのネジを緩めます｡
2. フットプレートを適切な高さに調整し、固定ネジを締め付けて固定しま

す。

次の方法でフットプレート角度を調整することができます。左右のフットプ
レートを異なる角度に設定したい場合は、左右別々に調節することもできま
す。

六角レンチ 5 mm

レンチ 10 mm

1. フットプレートを上に傾けます。
2. ロックナット を緩めます｡
3. フットプレートが適切な角度になるよう､止めネジ を上下に回して調

整します｡
4. ロックナット を締め付けます。
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4.9.6 腰椎サポート
本章は、腰椎サポートを調節する方法を説明します。ランバーサポートは面
ファスナー（ベルクロ）が貼られた3枚のクッションから成ります。調節し
たい場合は、バックレストクッションを取り外し腰椎サポートを調節してく
ださい。
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4.9.7 サイドサポート
本章は、サイドサポートを調節する方法を説明します。

次の方法でサイドサポート高さを調整することができます。
六角レンチ 5 mm

1. バックレストのクッションを外します。
2. 胴体サポートを所定位置に固定するバックレスト後部 のネジを緩めま

す｡
3. 胴体サポートを 好みの位置に調整します。
4. ネジを締めます 。
5. バックレストクッションを戻します。
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4.9.8 チェストサポート
本章は、チェストサポートについての情報と、チェストサポートの高さと奥
行を調節する方法を説明します。

これは、お使いの Permobil 車椅子に付属のチェストサポートです。スタン
ディング機能を使用する際は、必ずこのチェストサポートを使用してくださ
い。

次の方法で、チェストサポートの高さを調節します。
六角レンチ 3 mm

1. チェストサポートの両側にあるロックリングの ネジ を緩めます。
2. チェストサポートを適切な高さまで調整します。ただしスリーブの下側

の端縁で固定場所が見えなくなるほど高くしないでください ｡
3. ロックリング上の六角棒ネジを締めます。
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次の方法でチェストサポート奥行きを調整することができます。
トルクレンチ
六角レンチ 4 mm

1. チェストサポートの2つのネジを緩めます。
2. チェストサポートを適切な奥行きに調整します｡
3. 2本のネジをトルク24 N m (17.7 lb. ft.)に締め付けます。

4.9.9 ニーサポート
本章は、ニーサポートの位置に関する情報と、ニーサポートを取り外し、取
り付ける方法を説明します。スタンディング機能を使用する際は、必ずニー
サポートを使用してください。
ニーサポートは膝頭の下に配置します。ニーサポートが正しい位置にない場
合は、認定されたサービス技術者に連絡してください。ニーサポートのすべ
ての調整は、認定されたサービス技術者が実行する必要があります。

車いすの乗り降りをしやすくするために、ニーサポートをレッグサポートか
ら取り外すことができます。ニーサポートを取り外す前に、レッグレストは
ほとんど垂直位置(シートに対して90°)にある必要があります。
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1. レッグレストがほとんど垂直位置にあることを確認してください。
2. ラッチを押したまま保持します ｡
3. ニーサポートをまっすぐ上に上げてください。
車いすにニーサポートを付ける場合、使用する前に必要な位置に固定されて
いることを確かめてください。適切に膝サポートを固定しない場合負傷に結
びつくおそれがあります。

警告！ レッグレスト傾斜機能は注意して使用する

4.9.10 回転式パネルホルダー
アームレストとコントロール・パネルの間の距離、回転パネルホルダーの抵
抗､回転パネルホルダーの角度を調節することができます。

次の方法で、アームレストと操作パネルの間の距離を調節します。
六角レンチ 5 mm

1. パネルジョイントの ネジを緩めます。
2. 操作パネルを適切なポジションに調整します。
3. ネジを締めます。
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次の方法で､回転パネルホルダーの抵抗を調整することができます。
摩擦ジョイントの ノブを緩めるまたは締めて､回転パネルホルダーを一方
の側に押す時の固さを調節します。
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どちらの側にも回転コントロールパネルを傾けることができます。次の方法
で角度を調整することができます。

六角レンチ 4 mm

1. 角度を調整したい側の ネジを取り外します｡
2. もう一つの取り付けネジ を緩めます｡
3. パネル角度を 適切なポジションに調整します。
4. 2本のネジを締め付けます。

56 - 車いす使用法



4.9.11 平行式パネルホルダー
アームレストと操作パネルの間の距離は､調節することができます。また、
パネル角度を調整することができます。

次の方法で、アームレストと操作パネルの間の距離を調節します。アームレ
ストと操作パネルの間には、最低10 mm（0.4インチ）のすき間を空けま
す。

トルクレンチ
六角レンチ 5 mm

1. パネルホルダーをスライドさせることができるようになるまで ネジを
緩めます｡

2. パネルを適切なポジションに調整します。
3. ネジを9.8 N m (7.2 lb. ft.)トルクで締め付けます。
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次の方法で操作パネルの角度を調整することができます。
六角レンチ 4 mm

パネルを適切な位置にスライドさせます。ネジを緩めるまたは締めること
で､ 固さを調整できます｡
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4.9.12 ポジショニングベルト
ポジショニングベルトは必ず着用してください。シートフレームの両側に
は、ポジショニングベルト取り付けなどに使用できるアクセサリレールがあ
ります。

レンチ 10 mm

1. レールの上部溝の適切な位置にポジショニングベルトをねじで留めま
す。

2. ベルトバックルがスナップロックに正しくロックされているか確認して
ください。
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5 そして
車いすを正しく機能させるためには、車いすを適切に使用し､定期的に管理
することが重要です。手入れの行き届いた車いすは長持ちし、欠陥のリスク
が低くなります。メンテナンスと微調整では､取扱説明書で指定されている
作業のみを実行してください。その他すべてのメンテナンス、サービスおよ
び修理は､ペルモビールによって認可されたサービス技術者のみが実行でき
ます。
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5.1 保守点検スケジュール
ペルモビールでは、以下のメンテナンスおよび検査スケジュールを順守する
ことを推奨しています。すべての点検関連のニーズや質問については、正規
販売店にお問い合わせください。

保守点検スケジュール 毎日 毎週 毎月 毎年
車いすのバッテリー残量表示を確認し、必要に応じて充電して
ください。
ジョイスティックパネルおよび他のコントロールパネルが損傷
していないことを確認してください。
すべての取り外し可能部品がしっかりと固定されていることを
確認してください。
ポジショニングベルトの摩耗を確認し、バックルが機能するこ
とを確認します。
車椅子に空気タイヤが装備されている場合は、タイヤを点検
し、必要に応じて空気を入れます。

車いすにライトと方向指示器が装備されている場合は、それら
が作動可能で清潔であることを確認してください。

車いすやクッションを清掃してください。

クッション、シート､姿勢支持に摩耗がないかチェックします。

フリーホイールモードとフリーホイールレバーが正しく機能す
ることを確認してください。

車いすの正規販売店による完全な検査、安全確認、および点検
を行ってください｡
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5.2 清掃
定期的なお手入れとメンテナンスにより、不要な磨耗やペルモビール製品の
損傷を防ぐことができます。車いすを清掃する前に、電源を切ってくださ
い。

5.2.1 金属面
高品質の粉体塗装により、最適な防食性が保証されています。通常のお手入
れではできるだけ柔らかい布またはスポンジ、湯、中性洗剤を使用してくだ
さい。水で濡らした布で慎重に拭き取り、乾かします。

柔らかいワックスで半つや消し表面から傷跡を取り除きます。ソフトワック
スのメーカーの指示に従ってください。

光沢のある表面から自動車用ワックスを使用して、擦り傷や傷を取り除きま
す。液体あるいはペースト状車両ポリッシュ剤のいずれかを使用できます。
磨いた後は、自動車用ワックスを塗って表面のツヤを復元します。

5.2.2 プラスチック
通常の清掃には、柔らかい布、中性洗剤、お湯でプラスチックの表面を洗い
ます。十分に洗い流し、柔らかい布で拭きます。溶剤や研磨剤入りの洗剤を
使用しないでください。

5.2.3 クッション、布およびビニール
通常のお手入れは、ぬるま湯と研磨剤の入っていない洗浄力の穏やかな石鹸
でクッションを洗ってください。柔らかい布かブラシを使用してください。
表面が乾燥する前に、清潔で乾いた布で水分や洗剤の残留物をふき取ってく
ださい。表面を乾かしてください。頑固な汚れやシミを取り除くには、この
手順を繰り返します。インクの汚れは､洗剤や水で洗った後、イソプロピル
アルコールで洗い流すと落ちることがあります。
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ここに挙げられていない清掃の方法を使用しないでください。他の方法では
ビニールが劣化することがあり、車いすの保証が無効になることがありま
す。

必要な場合、清掃の前にカバーを取り外すことができます。クッションの洗
浄指示も参照してください。

5.3 車輪タイヤの空気入れ
車いすを運転するときは､車輪のタイヤ圧を確認してください。250 kPa (35
psi)車輪タイヤの適切なタイヤ空気圧はです｡ ペルモビールは、毎週､ならび
に温度または高度の大きな変化があった後は､タイヤ空気圧をチェックする
ことを推奨します。
タイヤ空気圧が不適切な場合、車いすが不安定で、運転が困難になることが
あります。さらに、異常な摩耗、穴あき、より短い運転範囲および車輪への
損傷を引き起こす場合があります。

次の方法で、駆動輪タイヤに空気を入れます。
1. タイヤのバルブキャップを緩めて、エアバルブから取り外します。
2. 圧縮空気ノズルをバルブに接続し、タイヤ空気圧を規定のレベルに調整

します。
3. バルブキャップを元に戻します。
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5.4 キャスター車輪タイヤの空気入れ
ペルモビールは、毎週､ならびに温度または高度の大きな変化があった後は､
タイヤ空気圧をチェックすることを推奨します。タイヤ空気圧が不適切な場
合、車いすが不安定で、運転が困難になることがあります。さらに、異常な
摩耗、より短い運転範囲および車輪への損傷を引き起こす場合があります。
キャスター車輪タイヤの適切なタイヤ空気圧は 250 kPa (35 psi)です｡

次の方法で、キャスタータイヤに空気を入れます。ホイールツールバッグの
バルブアダプターが必要です。
1. タイヤバルブのバルブキャップを緩めて取り外します。
2. バルブアダプタをタイヤバルブに取り付けます。
3. 圧縮空気ノズルをバルブに接続し、タイヤ空気圧を適切なレベルに調整

します。
4. バルブアダプタをツールバッグに戻して、バルブキャップを元に戻しま

す。

5.5 ポジショニングベルト
ポジショニングベルト破損や摩耗が発生していないか、定期的にポジショニ
ングベルトの状態を点検してください。破損や摩耗の兆候が現れたら、ペル
モビール販売店でポジショニングベルトをすぐに交換してください。
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6 トラブルシューティング
以下のトラブルシューティングガイドでは、車いすを使用する際に発生する
可能性がある過失や事象を数多く説明しており、推奨される対処法も合わせ
て説明しています。
このガイドでは発生する可能性があるすべての問題や事象を説明できていな
いため、かならず点検事業者またはペルモビールへご連絡ください。トラブ
ルシューティングと修理は、車いすの電子機器に関する十分な知識を持った
有資格者が常に実行する必要があります。

事象 考えられる原因 対処法

車いすが起動しない。

バッテリーが放電されている。 バッテリーを充電してください。

コントロールパネルへのケーブル接続が
緩んでいます。

コントロールパネルにケーブルを差し込
んでください。

主電源ブレーカーが切られている。 主電源ブレーカーをオンにします｡
ページ 38を参照してください。

充電ブレーカーが作動した。 主電源ブレーカーをリセットしてくださ
い。ページ 38を参照してください。

車いすが充電できません。

主電源ブレーカーがOFFになっていま
す。

主電源ブレーカーをオンにします｡
ページ 38を参照してください。

充電ブレーカーが作動しています。 5分待ってください。充電回路ブレーカー
は自動的にリセットされます。
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事象 考えられる原因 対処法

車いすを運転できない。

バッテリー充電器が接続されています。 充電器を外してください。

車いすがフリーホイールモードになって
います。

フリーホイールモードをオフにして、車
いすを再起動してください。

車いすがロックされています。 車いすのロックを解除してください。

シート機能で自動ドライブ抑制が引き起
こされました。

バックレストとレッグレストが傾いてい
ないこと、シートが傾いていない､また持
ち上がっていないことを確かめてくださ
い。

モータが過熱しています。 車いすの電源を切って、モーターが冷却
されるまでお待ちください。

車いすは一定時間（20 - 30分）動作しな
い状態が続くと、自動でスイッチがオフ
になります。

節電モードがアクティブになっていま
す。

再び車いすをオンにするには操作パネル
上のスタートボタンを押してください。

車いすが運転中に停止する。 充電ブレーカーが作動した。 主電源ブレーカーをリセットしてくださ
い。ページ 38を参照してください。

車いすは減速時にのみ運転できます。

シート機能で自動速度抑制が引き起こさ
れた。

バックレストとレッグレストが傾いてい
ないこと、シートが傾いていない､また持
ち上がっていないことを確かめてくださ
い。
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7 一般情報
本章は、保証、製品標準と規制、事象の通報、廃棄とリサイクルおよび仕様
に関する情報を含んでいます。

7.1 保証
製品保証情報には、保証の条件が記載されています。該当する保証の詳細に
ついては、https://permobilus.com/support/warranties/を参照してくださ
い。

7.2 規格と規制
この製品は次の必要条件を満たします:
• 電動車いす、スクーターおよびそれらの充電器 - 要件および試験方法

(EN 12184)
• 車いす標準系列ISO 7176
• 米国食品医薬品局規則21 CFR 820
• 医療機器規則 (EU)2017/745

7.3 インシデントの報告
重大な事故が発生した場合は、管轄当局およびペルモビールに電話または電
子メールで連絡する必要があります。

7.4 廃棄とリサイクル
有効な廃棄契約に関する情報については、ペルモビール までお問い合わせ
ください
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7.5 技術仕様

最も重い部品の質量 バックレスト 7.5 kg（16.5 ポンド）

ピボット幅 1000 mm（39.5 インチ）

最小回転直径 1310 mm（51 インチ）

直角路通過に必要な幅 720 mm（28.5 インチ）

戸口に必要な奥行き 1180 mm（46 インチ）

引き戸開口に必要な通路幅 750 mm（30 インチ）

乗車時最小地上高 80 mm（3 インチ）

段差乗り越え能力（近接距離 0 cm [0"]) 50 mm（2 インチ）

段差乗り越え能力（近接距離 50 cm [20"]) 65 mm（2.5 インチ）

バッテリーサイクル寿命 450 サイクル

バッテリーの形式と公称電圧 密閉型鉛蓄電池, 2 x 12 V, グループ 24

乗員の質量グループ II

最大速度（前進時水平） 10 km/h (6 mph)

理論上の連続運転範囲1 36 km（22 マイル）

1. 実際の運転範囲は、運転状況、バッテリー条件および地勢によって異なります。
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製造ユニットへのお問い合わせ方法
Sundsvall, Sweden Nashville, USA

PU SUN PU NAS

Permobil AB Permobil Inc.
Klökanvägen 16 300 Duke Drive

863 41 Sundsvall Lebanon, TN 37090

Sweden USA

+46 60 59 59 00 +1 800 736 0925

+46 60 57 52 50 +1 800 231 3256

info@permobil.com support@permobil.com

www.permobil.com www.permobil.com
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最寄りの支社へのお問い合わせ方法
日本

Permobil K.K. /
ペルモビール株式会社
135-0004
2 Chome-7-6 Morishita, Koto-kiss, Tokyo /
東京都江東区森下2-7-6

Japan /
日本
+81 03 6659 9500

+81 03 6659 9507

pkk.support@permobil.com

www.permobil.com

PU NAS
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販売店の所在地と電話番号



www.permobil.com7 330818 383136

340320 jpn-JP
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